
 

      平成２７年度「新潟発 わくわく教育ファーム推進事業」 
 

 幼児向け体験学習プログラムを新たに取り入れるなど，アグリ・スタディ・プログラムを本格的に実施します。また，障がい者向けの農業体験

プログラムを作成します。 
 

アグリパーク いくとぴあ食花 

宿泊を伴う農業体験学習 
（H26：23 校⇒H27：55 校） 

【例：ｱｸﾞﾘﾊﾟｰｸﾂｱｰｽﾞ〔特別活動〕】 
 

 

 

 

 

 

 

 

<支援内容> 

・講師謝礼  ・バス代  ・宿泊費 

■1 日目 

日帰り農業体験学習（H26：57 校⇒H27：75 校） 

学校教育田 

（H26：79 校⇒H27：82 校） 

【「ふるさとにいがた」お米 No.1〔社会，総合的な学習〕】

<支援内容> 

・設置にかかる費用負担 ・バス代（年３回まで） 

団体体験プログラム 
（H26：57 校⇒H27：60 校） 

【例：くさばなに触れよう体験】 

アグリ・スタディ・プログラム 
学校の授業と体験を結び付けた“農業体験学習プログラム” 

地域の農家と連携した農業体験 
【例：昔ながらの米づくり体験教室】 

区役所連携事業，ＪＡなどが実施 

各地域 

近隣農家，校内・園内での取組み 

【例：なにができるのかな？みんなで菌ちゃん野菜・漬物作り！〔環境〕】

<支援内容> 

・講師謝礼 ・バス代 

■２日目 

小学校・中学校・特別支援学校 

【例：おやさいマジック（パーティー編）〔生活〕】
＜新規＞幼稚園・保育園 

【例：親子でとっても大切朝ごはん〔健康〕】 

<支援内容>

・講師謝礼 

・バス代 

＜体験活動＞ 

野菜の観察 

↓ 

収穫・ピザづくり 

↓ 

学校での栽培に活かす

＜体験活動＞ 

手植え体験＋機械植え 

↓ 

草取り体験 

↓ 

稲刈り（はざがけ，脱穀体験）

＜体験活動＞ 

野菜くずを使った土づくり

↓ 

野菜の栽培・収穫 

↓ 

たくあんづくり 

<支援内容>  ・講師謝礼など  

搾乳体験 → 乳製品加工体験 → 

夕食 → 夜の活動 → 就寝  

朝飯前の活動 → 朝食 → 

野菜の収穫 → ピザづくり  

＜体験活動＞ 

朝ごはんの大切さの話

↓ 

食花 C でおかず作り

↓ 

家庭でおかず作り

＜新規＞障がい者向け体験プログラムの作成 

フランスやスウェーデンで取組まれている，作物の栽培や家畜の世話を 

とおして心のケアなどを行う「グリーンケア」を参考に，民間団体のサポート

を得ながら，本市独自のプログラム作成を行う。 

＜主な学び＞栽培方法，季節感，協力

＜主な学び＞米づくりの苦労・工夫，昔との比較 ＜主な学び＞郷土のすばらしさ，人間関係 

＜主な学び＞食の大切さ，健全な身体づくり

＜主な学び＞自然の不思議，生命の尊さ，身近なものを大切にする

※(  )内の数字は市内小学校の目標実施校数 
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